
「CONNECT⇄　」竹久夢二 京都府立図書館　2020年12月

・ 夢二と京都府立図書館

図書
バーコード タイトル 著者名 出版社 請求記号 刊行年

1111111587
生誕135年竹久夢二展　幻想の美秘め
られた謎

竹久 夢二／[画]
高階 秀爾／監修

朝日新聞社 726.5/Ta61 2019

1110619028 夢二と京都の日本画 竹久夢二／[画] 静岡市美術館 726.5/Ta61 2017

1107961615 川西英コレクション 山野 英嗣／編集
京都国立近代美術
館

708.7/Ka96/ 2011

1107810911 竹久夢二展　描くことが生きること 竹久 夢二／[画] 千葉市美術館 726.5/Ta61/ 2007

1107436493
竹久夢二展　岡山、伊香保二つのふるさ
とから

朝日新聞社文化事業
部／編

朝日新聞社文化事
業部

726.5/Ta61/ 2004

1108193739 夢二―ギヤマンの舟 小笠原 洋子／著 大村書店 726.50/Ta61/ 2002

1106261447 〈評伝〉竹久夢二 三田 英彬／著 芸術新聞社 726.5/TA61/ 2000

1105852923 出帆　竹久夢二自伝画集 竹久 夢二／著 竜星閣 913.6/TA61/ 1958

雑誌
1601800012 平凡社 ﾀｲﾖ

新聞
『京都日出新聞』大正元年11月23日、25日、30日（各1面）

『京都日出新聞』大正元年11月24日　5面

『大阪毎日新聞』大正元年11月30日

『大阪朝日新聞京都附録』大正元年12月1日　1面

『大阪朝日新聞京都附録』大正7年4月15日　1面

夢二初の個展である「第一回夢二作品展覧会」（大正元年11月23日～12月2日）や「第二回竹久夢二抒情画展覧会」（大正
７年4月11日～20日）は、当時の京都府立京都図書館で開催されました。

052≪邪宗渡来≫、053≪旅の唄≫は「竹久夢二抒情画展覧会」に出品。060≪淀の乗合船≫、061≪初恋≫は「第一
回夢二作品展覧会」の出品作で、作品の解説の中で展覧会についても触れられている。

p14-15「初めての個展」(「第1章　夢二―京都滞在まで」）、p112-115「竹久夢二と日本が―第一回夢二作品展覧会」か
ら竹久夢二抒情画展覧会」までを中心に」など

p25-26で触れられている（「知られざる川西英、そして竹久夢二との出会い」）ほか、p67やp189に展覧会目録やポス
ターの図版が掲載。

p224-229「「第一回夢二作品展覧会」の前後について」

p134-135「作品展開催」（会場で撮影された夢二の写真、ポスターや絵はがき等の図版も掲載）

p91-92「夢二作品展覧会」、p92-96「子どものための絵」、p96-97「展覧会と渡航」など（「2章　夏の恋歌　二、初めての
個展」）
p169-172「竹久夢二抒情画展覧会」、p172-174「FAREWELL」（「3章　京都東山春秋　三、抒情画」）

p113-114「京都での初めての個展」、p114-118「女、小（子）供への共感」、p118-119「さらば我友よ又逢ふ日まで」（「第
5章　永遠の恋人彦乃」）
ｐ200-202「京都府立図書館での第二回夢二展」（「第9章　彦乃を父親に奪われる」）

p77-78「第一回夢二作品展覧会」、p82-83「二回めの個展」（「夢二の生涯　港屋、京都時代」）
展覧会のポスターや入場券などの図版も掲載。

夢二の自伝画小説。「20」「22」「33」～「35」などに展覧会の作品に取り組んでいる様子などが描かれている。「35」に
は、図書館の階段から行列が続く様子を描いた絵が掲載されている。（p71）

別冊太陽（日本のこころ　20　竹久夢二）1977年9月

「春眞中 ◇種々の催しに賑つた＝日曜の岡崎＝」　　※府立図書館での抒情画展覧会について記載あり

「美術工芸」欄に掲載　　　※25日付記事には「…小供室に駆落や女郎の画を掛けて置くのは悪い」と批判も。

「今日の展覧と会合」　　※展覧会情報が掲載

「岡崎の二展覧会」

「夢二の女の繪」
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「CONNECT⇄　」竹久夢二 京都府立図書館　2020年12月

・ 夢二について　その人物・作品と京都

バーコード タイトル 著者名 出版社 請求記号 刊行年
1110480132 夢二を変えた女(ひと)笠井彦乃 坂原冨美代／著 論創社 726.50/Ta61 2016

1110181201 竹久夢二の世界　別冊太陽 平凡社 726.50/Ta61/ 2014

1110356100
竹久夢二　大正ロマンの画家、知られざ
る素顔

竹久夢二美術館／監修 河出書房新社 726.50/Ta61/ 2014

1110018361 竹久夢二《デザイン》 石川 桂子／著 講談社 726.50/Ta61/ 2012

1108667658 竹久夢二 社会現象としての<夢二式> 高橋 律子／著 ブリュッケ 726.50/Ta61/ 2010

1108733955 竹久夢二名品100選 竹久 夢二／[画] 東方出版 E/726.5/Ta61/ 2007

1106965997 夢二の四季 小川 晶子／著 東方出版 726.50/O24/ 2002

1106418351 竹久夢二　精神の遍歴 関谷 定夫／著 東洋書林 726.5/TA61/ 2000

1106061391 私の竹久夢二 上田 周二／著 沖積舎 726.5/TA61/ 1999

1106158437他 夢二抄　山の巻　川の巻 [竹久 夢二／著] グラフィック社 726.5/TA61/ 1997

1107130591 竹久夢二と日本の文人 品川 洋子／著 東信堂 726.5/Ta61/ 1995

1100683935他 夢二日記　1～4 竹久 夢二／著 筑摩書房 915/TA/1-4 1987

1100728045 夢二美術館　4 [竹久 夢二／著] 学研 E/726.5/Ta61/4 1985

1106309246 竹久夢二 細野 正信／著 保育社 72// 1985

1100024163 竹久夢二正伝 岡崎 まこと／著 求竜堂 721/O/ 1984

1106366170 竹久夢二　愛と詩の旅人 栗田 勇／編 山陽新聞社 72// 1983

1106309196 竹久夢二抄 尾崎 左永子／著 平凡社 72// 1983

1100726510 竹久夢二 その弟子 岩田 準一／著 桜楓社 721/I/ 1979

1100727674
惜しみなき青春　竹久夢二の愛と革命と
漂泊の生涯

ノーベル書房 721/O/ 1969

・ デジタルコレクションで楽しむ夢二の作品 

バーコード タイトル 著者名 出版社 請求記号 刊行年
1101766119 凧　竹久夢二童謡集（復刻） 竹久 夢二／著 大空社 911.5/SO/ 1997

1101765830 銀の鈴　相馬御風童謡集（復刻） 相馬 御風／著 大空社 911.5/SO/ 1996

1101223285
名著複刻日本児童文学館第1集17
あやとりかけとり

ほるぷ出版 918/ME/17 1981

1102749791 宵待草　 竹久 夢二／著 臼井書房 911.168/TA61/ 1947

1101478061 雑草 竹久 夢二／著 時代社 ﾖ/811/997/ 1941

1103165294 夢二スケッチ帖抄 [竹久 夢二／画] アオイ書房 ﾖ/722/403/ 1938

1103214191 山へよする 竹久 夢二／著 新潮社 ﾖ/831/103/ 1919

1101604740 夜の露台 竹久 夢二／著 春陽堂 ﾖ/842/642/ 1919

1101903779 暮笛 竹久 夢二／著 三陽堂書店 911.16/TA/ 1916

1103162168 夢二絵手本 竹久 夢二／画 岡村書店 ﾖ/722/78/ 1913

1102051966 児童を謳へる文学 高島 平三郎／著 洛陽堂 ﾖ/327/19/ 1910

竹久夢二について、特に京都との関わりについて触れられた本を中心に集めました。

国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/）で公開されている作品です。公開範囲が「インターネット公開」
となっていればご自宅等から、「図書館送信参加館内公開」となっている作品は、当館で閲覧できます。

デジタルコレクションで「インターネット公開（保護期

間満了）となっている資料は、自由に利用すること

ができます。

「CONNECT⇄ 」の期間中（2020.12.3～12.20）、２階

ナレッジベースで、夢二の作品のぬり絵を楽しめま

す。

画像は、竹久夢二『春』より。

左から、デジタルコレクション画像、ぬり絵用画像、ぬり絵見本。

〒606-8343 京都市左京区岡崎成勝寺町
TEL 075-762-4655  FAX 075-762-4653

ホームページ https://www.library.pref.kyoto.jp/
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